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スポーツツーリズム需要拡大のための官民連携協議会
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1. スポーツを活用した国の課題(※)解決への貢献
スポーツホスピタリティ/スポーツツーリズム等、新たな市場の創出
スポーツムーブメントの更なる醸成

2. スポーツを活用した高齢化社会への貢献
健康寿命と平均寿命の格差問題
幼少期からの運動習慣機会の醸成

1. JTBグループの取組むスポーツビジネスの方向性

※ＧＤＰ600兆円に向けた取組

1. スポーツビジネスの最大化
2. スポーツビジネス界に対する貢献
3. 交流創造事業への貢献に向けた人財育成
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「観る」（ライブ）スポーツによる顧客経験価値を創造

 メガスポーツイベントを中心とした観戦ツアーの造成・販売

 日本におけるスポーツ・ホスピタリティ事業の新規展開

 訪日インバウンド×スポーツ観戦（大相撲、Ｊリーグ など）

スポーツによる健康増進&健康寿命の延伸、社会課題の解決へ

 「JTBスポーツステーション」を通じて、国内外各地での

スポーツイベントに気軽に接する機会を提供

 都市型マラソン(東京、名古屋、福岡など)での業務実績

 スポーツイベントによる地域活性化、交流人口拡大の取組

(１) みるスポーツ

(２) するスポーツ

2020年以降を見据えたスポーツ界の活性化へ

● 大会や競技団体へのスポンサーシップ

● 現役アスリートの支援（Cf:パラアスリート小池岳太氏）

● ボランティアの育成

(３) 支えるスポーツ

2. 国策と連動したスポーツビジネス関連消費の拡大策
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3. 取組① 日本代表チームへのスポンサードによる支援

【写真出所】JTBホームページ

【写真出所】JTBホームページ

バドミントン日本代表
スポンサーシップログラム契約締結

ソフトボール日本代表
ダイヤモンドパートナーとして協賛

The Power of Sports Has Endless Possibilities

JTBは、無限の可能性をもつスポーツのチカラを最大限活用し、

2020年に向け、今後国内で開催される世界規模のメガスポーツイベントにおいて、

宿泊・輸送業務に留まることなく、スポーツホスピタリティなど新たなソリューションの提供を実施していきます。

また、市民参加型スポーツやスポーツツーリズムへの取組みをはじめとし、各競技の活動に対しての

協力を通じて「する」「みる」「支える」の観点で、日本の明るい未来にスポーツを通じて貢献します。

～スポーツのそばにいつも寄り添い、
共に明るい未来を創り上げます～

ラグビー日本代表
オフィシャルサポーター契約締結

野球日本代表
「侍ジャパン」契約締結
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英国Sports Travel & Hospitality Group（STH）が日本に設立した
スポーツホスピタリティ専門会社STH JAPAN株式会社への出資

【写真出所】http://www.ninomiyasports.com/archives/66474

1. オフィシャルトラベルエージェンシー
JTBはオフィシャルトラベルエージェントしての指名を
受け、日本国内の観戦チケットツアーの企画、主催を独
占して実施。

2. ホテルバンクパートナー
世界各国・地域のオフィシャルトラベルエージェントか
らの宿泊や優先的に引き受けるホテルバンク事業を受託。

3. スポーツホスピタリティパートナー
スポーツの成長産業化の切り札のひとつとして期待され
るスポーツホスピタリティ事業への取り組み。

3. 取組② 2019年ラグビーW杯日本大会におけるホスピタリティ事業
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●スポーツ大会の企画
●既存スポーツ大会の
ブラッシュアップ
などを自治体様のスポーツ市
場のポテンシャルを分析した上
で最適なスポーツ大会の方向
性を探ります。

スポーツ大会企画 プロモーション企画 大会運営

●Webチャネル・SNS
●JTBの国内外の支店網
●各種メディア・パブリシティ
●旅行博などのイベント
など、多チャンネルでの告知と
大会参加の受付

また、
●参加者の交通・宿泊・現地で
の体験プランなども同時に手
配可能です。

大会までの
●Webエントリー代行
●事務局運営サポート
●各種ツール制作

大会当日の
●進行運営 ●記録計測
などをワンストップでお手伝いし
ます。

ワールドワイドにスポーツ大会をプロデュース

トータルな観光振興モデル開発
からテーマ別の開発まで、自治
体のご要望に応じて、最適なプ
ランを開発。

＜ＪＳＳ TOP画面＞

3. 取組③ ランニングを中心としたスポーツイベントへのトータルサポートへの取組み

JTBスポーツステーションは2010年4月に開設したスポーツ
大会エントリーサイトで2014年4月から多言語化（英語、韓
国語、中国語：繁体字/簡体字）を実施
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JTBスポーツステーションの受付システムを利用すれば、日本語だけでなく、英語・中国語（簡体字・繁体字/台湾・
香港・マカオ）・韓国語のページを作成し、オフィシャルホームページの他言語ページよりリンクさせることにより、
海外からもスムーズにエントリーすることが可能です。

■英語版（仮）
https://jtbsports.jp/en/

■韓国語版（仮）
https://jtbsports.jp/ko/

■中国語版（仮）
https://jtbsports.jp/cn/

＊海外からの申込対応エントリー受付サイトの多言語対応

■日本語版
https://jtbsports.jp/
https://jtbsports.jp/sp/

※イメージ

多言語での情報発信機能を持つ訪日外国人向け宿泊・ツ
アー予約サイト「JAPANiCAN.com」を通じ、エントリー受
付＆情報発信が可能です。

＊海外向け告知訪日旅行専門サイトでの告知

＜JAPANiCAN.comとは？＞

①日本の観光情報を発信
各国のマーケットを熟知したネイティブを含む、インバウンドのプロ集団が
海外の有力サイトと連携し、 マーケットの動向を見ながら運営しています。
②外国人向け宿泊・ツアー予約機能
ホテル・旅館、ＪＴＢサンライズツアーをオンラインで販売しています。
③月間平均ページビュー：約３００万ＰＶ、月間平均訪問者数：約３０万人
閲覧されている国/地域：約２００国/地域 会員登録者数：約１１万人
（2013年実績）

４言語（英語、韓国語、繁体字、簡体字）
で展開する訪日旅行専用サイト

【参考】「JTBスポーツステーション」による外国人ランナーの誘致
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【参考】サイクルイベント「美ら島オキナワCenturyRun」の企画・実施

■第9回美ら島オキナワ Century Run2018

50km、100km、160kmの3コース設定されたサイクリングの大会。
今回はNEWコース（美ら島ヒルサイドコース100km）も加わり、沖縄
各地域の魅力が楽しめる。

（開催日）2018/01/13〜2018/01/14 （参加人数）2700人
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3.取組④ スポーツツーリズム商品の企画販売

「Let’sサイクリング日本を走ろう」（JTBガイアレック）



『2016オホーツクセブンズ』
オホーツク・スポーツ合宿・応援隊と
JTB北海道とのコラボ企画

オホーツク・スポーツ合宿・応援隊
（オホーツク・スポーツ合宿誘致に
係る地域連携協議会）とJTB北海道
オホーツク支店北見営業所との共同
企画により、管内に合宿するチーム
による７人制ラグビーの大会を企画。
大会では各地の７人制ラグビーの

強豪チームが集結。このたびの地震
の被災地である熊本県から国体選抜
チームが参加。

会場となる北見モイワスポーツワールド

3.取組⑤ スポーツツーリズムによる地域振興の支援
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パラリンピック競技や障害者スポーツの普及に寄与する
新しいカタチのパラスポーツ体験プログラム

スポーツ

人間は五感のうち8割の情報
を視覚から得ているとされて
います。アイマスクをして視覚
情報がない中で"音"や"接触
"などの限られた情報を駆使
してプレーする競技です。

ブラインド競技

▼ ゴールボール

競技用車いすを使用して行う競
技です。スポーツ用に工夫され
た車いすならではのスピード感を
楽しんだり、上半身の力を駆使し
てプレーします。

車いす競技

車いす
ポートボール

パラスポーツならではのテク
ニック、戦略を駆使し、チー
ムワークと個々の能力を最
大限に生かしてプレーします。

その他競技

ボッチャ

車いすリレー

◀シッティング
バレーボール車いす

バスケットボール

パラスポーツ体験会プログラム運営
※日本財団パラリンピックサポートセンターと連携

■実施競技例

「あすチャレ！運動会」は、地域住民に対し、パラスポーツを通じた「リアル」を体感してもらい、
年齢や性別の違い、体力差、障がいのあるなしに関わらず、どんな人でも一緒に楽しむことができる
パラスポーツ体験プログラムです。企業対抗版も開催しました。
そこから生まれる障がいに対する「気づき」やパラリンピック競技に触れ合うことでの、住民に対する
共生社会への理解・スポーツ振興・健康づくりへの機運の醸成に寄与します。

その他の取組実績

JTBはパラスポーツを通して
ユニバーサル社会の実現に貢献しています

JTBは、日本財団パラリンピックサポートセンターが主催する
「あすチャレ！運動会」に協賛し、プログラム開発に協力しています。

ユニバー
サル

パラ駅伝 in TYO 

企業対抗ボッチャ大会

3. 取組⑥ パラスポーツの普及促進


